
日立建機が描く未来
グローバル事業展開／
地域別成長戦略マネジメントメッセージイントロダクション

グローバル・ガバナンスの
強化 データ集

稼ぐ力を高める
経営基盤の強化

中期経営計画の
達成に向けた戦略 18日立建機グループ 統合報告書 2025

BUSINESS MODEL OUTPUT OUTCOME

気候変動に挑む製品・技術開発

資源循環型ビジネスへの転換
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日立建機グループが
注視する外部環境

地球温暖化の進行

経営戦略の柱
ESG関連目標

財務目標

ビジネスモデル

顧客に寄り添う革新的ソリューションの提供
財務資本

製造資本

知的資本

人的資本

社会・関係資本

自然資本

米州事業の拡大

バリューチェーン事業の拡充

人・企業力の強化

Kenkijinスピリット　Challenge Customer Communication

人権を尊重し、
多様な人財が
活躍すること
で、長期的な
企業価値向上
につなげ、持
続的な社会の
発展に貢献

デジタルを活
用 した「多 様
なデータの連
携」と「製品の
進化」により、
お客さまの課
題を解決

省資源と廃棄
物発生抑制、
製 品 長 寿 命
化、循環利用
により、顧 客
価値の最大化
と資源消費の
最小化を両立

温室効果ガス
の排出抑制、
気候変動影響
への対応によ
り、環境負荷
を低減

DXの加速

資源の大量消費と枯渇

生物多様性の損失

安全・品質への要請

地政学リスクの増加

自然災害に強い
インフラの整備

労働人口の減少

サーキュラー
エコノミーへの転換

人権課題／
サプライチェーン

マネジメントへの要請

企業統治における
透明性の確保

日立建機グループは、マテリアリティに紐づく KPI（重要業績評価指標）を定義してその達成を積み上げていくことにより、
事業活動を通じた社会課題の解決をめざしています。そして、この価値創造のプロセスを繰り返していくことで、
中長期的な企業価値向上および長期ビジョンを実現していきます。

2025 年度目標 2030年度目標

CO2 削減（総量）

製品使用時
(Scope3 カテゴリー 11) 2010 年度比

▲ 22% ▲ 33%

自社生産 (Scope1+2) ▲ 40% ▲ 45%

2025 年度目標 2030年度目標

資源循環

<バリューチェーン >
部品再生による再利用重量増加率 2022年度比 +40% +150%

< 廃棄物 >
再資源化率（国内） ― 94% 99.5%

以上をめざす

サーキュラー
エコノミー
推進による
地域共生

保証付き中古車の販売台数伸び率

2022年度比

+5% +10%

日本国内のレンタル稼働率
(3製品合計 ) +4% +9%

グローバルガバナンスの強化

2025 年度目標 2030年度目標

ダイバーシティ、エク
イティ&インクルー

ジョン

男女別の管理職比率（連結） 女性 13%　男性 15% 男女同率化をめざす

海外グループ会社の
GM以上の現地化比率 75% 87%

INPUT

新車販売 レンタル

部品販売・サービス

部品・本体の再生

中古車整備・再販

再資源化

再生

回収

お客さま

原材料投入 開発・生産

販売・供給

利用

中期経営計画　BUILDING THE FUTURE 2025 未来を創れ
革新的ソリューションの提供で真のソリューションプロバイダーとしての成長をめざす 中期経営計画　2025年度目標

<成長性> �バリューチェーン比率 
50%以上

<収益性> �調整後営業利益率　13%以上

日立建機グループの
マテリアリティ

気候変動に挑む
製品・技術開発

社会基盤を支える
個客課題の解決

資源循環型
ビジネスへの転換

グローバル
ガバナンスの強化

社会基盤を支える個客課題の解決

2025 年度目標 2030年度目標

安全性向上 当社建機起因の事故低減機能の搭載 人と機械の協調
制御実現

転倒・接触死亡事故
「ゼロ」への貢献

生産性向上 生産性向上に寄与する
製品・システムの開発・拡充

取り組み状況の
開示

自動化・省力化建機
の標準化をめざして

ライフサイクル
コストの低減

「ConSite Pocket」月次アクセスユーザー数 5,500 ユーザー 7,000 ユーザー

中古車のステータスチェンジ実施件数 3,000 件 4,200 件

「ConSite OIL」状態監視による
エンジンオイル交換実施率 80% 90%

日立建機が描く未来

$

<安全性> �ネットD/Eレシオ　0.40以下
<効率性> �ROE　13%以上 

ROIC　9%以上

価値創造プロセス




